






        

       

新
た
な
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て 

千
曲
市
長 
小
川
修
一 

  

現
在
、
市
で
は
第
三
次
千
曲
市
総
合
計
画

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
目
指
す
市

の
将
来
像
を
「
人
を
て
ら
す 

人
を
は
ぐ
く

む 

人
が
つ
な
が
る 

月
の
都
～
文
化
伝
承
創

造
都
市
・
千
曲 

～
」
と
掲
げ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
市
民
を
大
切
に
し
、
先
人
達
が

築
き
上
げ
て
き
た
様
々
な
特
色
あ
る
文
化

を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
発
展
さ
せ
、
次
世
代
に

繋
い
で
い
け
る
よ
う
、
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

て
ま
い
り
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
が
心
豊
か
に
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、
社
会
情
勢
や
変

化
に
対
応
し
、
諸
課
題
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も

っ
て
対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市

の
将
来
を
見
据
え
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
、
心
血
を
注
い
で
ま
い

り
ま
す
。 

千
曲
市
議
会
を
代
表
し
て 

千
曲
市
議
会
議
長 

和
田
英
幸 

  

旧
年
中
は
議
会
に
対
し
ご
理
解
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

私
は
、
登
山
、
野
球
、
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、

お
城
や
神
社
仏
閣
の
探
訪
、
温
泉
巡
り

な
ど
が
趣
味
で
す
。
昨
年
は
大
谷
翔
平

選
手
の
大
活
躍
に
毎
日
心
が
躍
り
ま
し

た
。
ま
た
、
新
庄
Ｂ
Ｉ
Ｇ
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
の
登

場
に
よ
り
野
球
観
戦
の
楽
し
み
が
更
に

広
が
り
ま
し
た
。
千
曲
市
で
は
近
年
、
水

害
や
コ
ロ
ナ
禍
で
何
か
と
暗
い
話
題
が

多
い
中
、
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
楽
し
い
話

題
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

市
議
会
は
市
当
局
と
と
も
に
、
子
供

た
ち
が
ふ
る
さ
と
千
曲
市
を
好
き
に
な

る
、
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

長
野
県
議
会
議
員 

荒
井
武
志 

 

人
と
し
て
生
き
て
い
く
た
め
に
は
、

「
平
和
で
、
女
性
も
男
性
も
分
け
隔
て

な
く
人
権
が
大
切
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
の
思
い
で
、
日
々
の
議
員
活

動
に
奔
走
し
て
い
ま
す
が
、
折
し
も
２

月
県
議
会
に
は
「
長
野
県
障
が
い
者
共

生
社
会
づ
く
り
条
例
」
が
提
案
さ
れ
る

予
定
で
す
。
誰
も
が
、
お
互
い
の
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
え
る
地
域
社
会
に
し

て
行
く
た
め
に 

全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。 

一
昨
年
来 

２
年
近
く
に
及
ん
だ
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
沈
静
化
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、「
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
」
が
新
た

な
脅
威
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

に
も
増
し
て
対
策
に
万
全
を
期
し
、
今

年
９
月
に
は
合
併

20

年
目
を
迎
え
る

千
曲
市
や
坂
城
町
を
、
思
い
や
り
と
支

え
合
い
で
「
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」
に
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
！ 

     

       

謹
ん
で
新
春
の
寿
ぎ
を
申
し
上
げ
ま
す 

長
野
県
議
会
議
員 

竹
内
正
美 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
の

発
展
並
び
に
県
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、

ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅

威
に
終
始
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。

未
だ
そ
の
脅
威
が
拭
い
去
ら
れ
て
は
お

り
ま
せ
ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

わ
ず
か
な
が
ら
明
る
い
兆
し
も
見
え
て

お
り
ま
す
。 

私
は
、
本
年
も
地
域
の
皆
様
の
声
を

県
政
に
届
け
、
そ
し
て
、
国
に
も
お
伝
え

し
な
が
ら
、
こ
の
身
を
地
域
の
為
に
捧

げ
尽
く
し
て
参
る
覚
悟
で
す
。 

結
び
に
、
地
域
の
皆
様
お
一
人
お
ひ

と
り
が
よ
り
佳
き
一
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春

の
寿
ぎ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 
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℡ 謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

中
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丸
善
食
品
工
業
株
式
会
社 

春

日

靖
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〇
五
〇
九 

新
春
特
別
企
画 

 

２
０
２
２
年
！
私
の
未
来
戦
略 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
、 

郷
土
へ
の
思
い
や
願
い
、
未
来
へ
の
意
見
や
提
言
、
暮
ら
し
や
学
び
へ 

の
目
標
な
ど
市
民
の
皆
様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

※敬称は略させて
いただきました。 

坂
城
町
の
未
来
に
向
け
て 

坂
城
町
長 

山
村 

弘 
 

 

 

昨
年
は
町
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
第
６
次
長
期
総
合
計

画
」
を
策
定
し
、
１
０
年
後
の
町
の
将
来
像
を
「
輝
く
未
来

を
奏
で
る
ま
ち
」
と
す
る
な
か
で
、
新
た
な
坂
城
町
を
始
動

さ
せ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

 

本
年
も
こ
の
新
た
な
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
新
工
業
団
地
の

分
譲
開
始
、
新
た
な
地
域
公
共
交
通
と
し
て
の
デ
マ
ン
ド
交

通
導
入
の
実
証
実
験
、
び
ん
ぐ
し
湯
さ
ん
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
な
ど
様
々
な
施
策
を
進
め
、
将
来
に
渡
っ
て
持
続
可

能
な
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
そ
し
て
「
輝
く
未
来
を
奏
で
る
ま
ち
」
の
達
成
に

向
け
、
皆
様
と
と
も
に
前
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 
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代
表
取
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長 

取
締
役
会
長 

 
 

司
法
書
士 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 
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エ
ム
ケ
ー
精
工
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

丸
山
将
一 

 
エ
ム
ケ
ー
精
工
は
千
曲
市
に
本
社
を

移
転
し
て
、
今
年
で
五
十
九
年
を
迎
え

ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、
地
域
の
皆
様
か
ら

の
ご
支
援
あ
っ
て
の
こ
と
と
心
か
ら
感

謝
し
、
新
た
な
年
を
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。 

私
た
ち
は
、
世
の
中
に
い
ろ
ど
り
豊

か
な
シ
ー
ン
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
し
、

日
々
モ
ノ
づ
く
り
に
向
き
合
っ
て
お
り

ま
す
。
地
域
に
根
ざ
す
企
業
と
し
て
、
皆

さ
ま
が
幸
せ
に
な
る
、
豊
か
に
な
る
ア

イ
デ
ア
の
実
現
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ

り
、
地
域
へ
の
恩
返
し
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

本
年
も
、
千
曲
市
の
発
展
に
貢
献
し
、

皆
さ
ま
の
笑
顔
が
溢
れ
る
シ
ー
ン
を
作

り
出
せ
る
よ
う
、
モ
ノ
づ
く
り
に
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

         長
野
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
㈱
代
表
取
締
役 

佐
藤
義
雄 

あ
る
日
突
然
、
コ
ロ
ナ
危
機
が
日
本

だ
け
で
な
く
世
界
中
に
広
が
り
ま
し
た
。

国
際
社
会
を
大
き
く
揺
さ
ぶ
り
、
人
々

も
足
止
め
さ
れ
、
観
光
・
ホ
テ
ル
・
交
通

等
全
産
業
に
大
き
な
影
響
が
続
き
、
日

本
だ
け
で
な
く
世
界
の
動
き
が
止
ま
り
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
な
り
世
界
経
済
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。 

対
面
か
ら
バ
ー
チ
ャ
ル
方
式
に
変
わ

り
、
会
議
・
商
談
・
学
校
で
の
授
業
も
対

面
型
が
消
え
ま
し
た
。
相
手
の
方
や
家

族
に
一
日
も
早
く
会
え
る
日
が
来
る
事

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

千
曲
市
内
も
居
酒
屋
・
ホ
テ
ル
等
大

き
な
被
害
が
出
て
、
休
業
や
倒
産
が
続

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
市

民
全
員
が
立
ち
上
が
り
、
活
気
あ
る
市

に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。 

ガ
ン
バ
レ
千
曲
市
！ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
・
元
国
際
理
事(

ア
ジ
ア
代
表) 

       

寿
高
原
食
品
㈱
代
表
取
締
役
社
長 

 
 

 

水
井
寿
彦 

 

当
社
は
１
９
１
９
年
創
業
の
更
級
杏

ジ
ャ
ム
㈱
を
前
身
と
し
、
果
実
加
工
を

生
業
と
し
て
お
り
ま
す
。
百
有
余
年
、
こ

の
地
で
事
業
が
で
き
ま
す
こ
と
は
、
地

域
の
皆
様
方
の
お
陰
で
あ
る
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。 

地
域
と
の
接
点
を
持
つ
た
め
、
２
０

１
７
年
よ
り
毎
年
「
こ
と
ぶ
き
ジ
ャ
ム

祭
り
」
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
こ
の
２
年
は
お
休
み
し

て
い
ま
す
。
来
場
者
と
の
交
流
が
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
繋
が

っ
て
い
た
だ
け
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

本
年
は
コ
ロ
ナ
が
終
息
し
、
穏
や
か

な
１
年
に
な
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、

今
後
も
地
域
社
会
の
発
展
に
微
力
な
が

ら
お
手
伝
い
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

         

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
理
事
長 

中
澤
聖
子 

 

当
法
人
は
、
今
年
創
立

20

周
年
を

迎
え
ま
す
。
こ
の
大
き
な
節
目
に
向
け

て
、
３
年
前
よ
り
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

目
指
し
て
き
ま
し
た
。 

地
域
の
皆
様
に
支
援
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
健
全
な
経
営
が
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
審
査
さ
れ
、
一
昨
年
、
長
野
県
初

の
条
例
指
定
を
受
け
、
昨
年
、
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も

あ
た
た
か
く
ご
支
援
く
だ
さ
っ
て
い
る

皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
節
目
に
、
名
称
も
「
エ
リ

ア
ネ
ッ
ト
更
埴
」
か
ら
「
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
」

に
改
称
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
、「
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
」（
旧
ふ
れ
あ
い
情
報

館
）
を
中
心
と
し
て
、
様
々
な
人
た
ち
が

交
流
し
、
共
に
学
び
、
共
に
育
つ
よ
う
な

活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

         

   

滝
沢
食
品
㈱
取
締
役 

滝
沢
玲
奈 

 

４
歳
の
娘
が
い
ま
す
。
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
制
限
が
多
く
、
な
か
な
か
思
い

き
り
外
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
一
年

で
し
た
。
娘
に
は
、
本
来
だ
っ
た
ら
出
来

る
は
ず
の
経
験
を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
、
と
不
安
に
も
な
り
ま

し
た
。 

今
年
は
、
上
手
に
お
話
す
る
よ
う
に

な
り
物
事
の
分
別
も
付
い
て
き
た
娘
と
、

感
染
対
策
を
行
い
な
が
ら
、
沢
山
出
か

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
仕
事
と
育
児
の
両
立
に
は
多

く
の
子
育
て
世
代
が
悩
み
な
が
ら
も
奮

闘
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
私
も
同

様
で
す
。
２
０
２
２
年
は
、
今
し
か
な
い

こ
の
時
を
大
切
に
、
そ
し
て
信
州
で
子

育
て
が
出
来
る
あ
り
が
た
み
を
感
じ
な

が
ら
、
子
供
に
も
自
分
に
も
ゆ
っ
た
り

と
向
き
合
う
時
間
を
持
つ
、
こ
れ
が
私

の
抱
負
で
す
。 

          

森
川
産
業
株
式
会
社 

森

川

潤

一 

千
曲
市
大
字
鋳
物
師
屋
一
五
〇 

 

畑
山
ハ
イ
ヤ
ー 

畑

山

昌

也 

 

℡(

〇
二
六)

二
七
五-

〇
五
五
五 

清
水
機
工
株
式
会
社 

清

水

賢

一 

千
曲
市
打
沢 

二
三
一‐

一 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

二
二
三
三 

株
式
会
社
翠
明
荘･

万
葉
超
音
波
温
泉 

利
根
川
昭
彦 

千
曲
市
磯
部 

一
一
二
五 

℡(

〇
二
六)

二
七
六-

〇
四
一
四 

長
野
県
労
働
金
庫
更
埴
支
店 

中

村

賢

二 

千
曲
市
杭
瀬
下 

三
丁
目
二
一 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

二
三
二
三 

株
式
会
社 

八
光
興
発 

石

合

 

清 

千
曲
市
磯
部 

一
四
八
六 

℡(

〇
二
六)

二
七
五-

〇
一
二
一 

株
式
会
社 

石
井
工
務
所 

石

井

英

嗣 

  

株
式
会
社 

幾
久
屋 

馬

場

 

稔 

千
曲
市
鋳
物
師
屋
七
一
七
番
地 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

二
二
一
〇 

株
式
会
社 

大
輝 

清

水

直

治 

千
曲
市
粟
佐 

一
一
九
二-

二 

℡(

〇
二
六)

二
一
四-

五
五
九
五 

株
式
会
社 

小
川
急
送 

小

川

 

博 

千
曲
市
粟
佐 

一
〇
七
八-

一 

℡(

〇
二
六)

二
七
四-

二
二
二
四 

株
式
会
社 

信
州
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン 

山

浦

宏

一 

千
曲
市
杭
瀬
下 

四-

一
七
八 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

一
六
六
〇 

株
式
会
社 

宮
坂
総
合
寝
装 

宮

坂

昇

道 

千
曲
市
稲
荷
山 

二
二
七
〇 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

一
二
二
三 

株
式
会
社 

芝
電 

中

條

秀

樹 

千
曲
市
戸
倉 

一
九
四
二 

℡(

〇
二
六)

二
七
五-

〇
八
六
四 

有
限
会
社 

山
崎
自
動
車
工
場 

山

崎

 

章 

千
曲
市
粟
佐 

一
五
四
五 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

三
三
〇
〇 

有
限
会
社 

信
州
観
光
バ
ス 

久

保

幸

子 

千
曲
市
鋳
物
師
屋 

一
一
七-

二 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

八
一
〇
〇 

株
式
会
社
ベ
ス
ト
ア
シ
ス
ト 

近

藤

憲

夫 

千
曲
市
屋
代
一
二
八
二-

一 

℡(

〇
二
六)

二
七
四-

〇
一
五
〇 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

代 
 

表 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

代
表
取
締
役 

 

支 

店 

長 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

代
表
取
締
役 

 

代
表
取
締
役 

代
表
取
締
役 

 

代
表
取
締
役 

 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

取 

締 

役 

社 
 

長 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

代
表
取
締
役 

 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

代
表
取
締
役 

自社で調達した国産原料で 

製造 寿高原食品 

千曲市の将来にあなたのご意見を 

千曲市では、令和４年度をスタート

とする総合計画を策定しています。 

計画案では、千曲市の将来の姿を 

「人をてらす 人をはぐくむ  

人がつながる 月の都」  

～文化伝承創造都市千曲～ 
 

５年先の人口を 56,300 人と設定 

しています。 

 

 

 

 

 

 

この計画案について市民の皆さんから

の意見募集と中学校区単位に懇談会が

行われます。詳しいこと「市報千曲 

１月号 11 ページ」をご覧下さい。 
◆意見提出期限 1 月 18 日 
◆千曲市役所総合政策課 

※直接、市への提出が困難な方。 

ちくま未来戦略研究機構がお取次ぎ 

いたします。Tel・Fax026-214-7905 

メール info@ckm-mirai.org 
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フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
㈱ 

(

フ
ラ
ン
ス
在
住) 

矢
島
一
隆  

昨
年
９
月
よ
り
Ｍ
Ｂ
Ａ
留
学
の
た
め

渡
仏
し
て
お
り
、
人
生
で
初
め
て
日
本

以
外
で
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
留
学
と
い
う

こ
と
も
相
ま
っ
て
、
リ
ス
ク
と
い
う
言

葉
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

日
本
で
リ
ス
ク
と
い
う
と
、
「
失
敗
し

た
時
の
影
響
」
と
い
う
文
脈
で
語
ら
れ

が
ち
で
す
が
、
本
来
は
リ
タ
ー
ン
と
一

緒
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
言
葉
で
す
。 

私
は
、
こ
の
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
も
、

も
っ
と
日
常
か
ら
語
ら
れ
る
べ
き
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
が
人
間
、
「
ワ

ク
ワ
ク
」
し
ま
す
か
ら
。
何
か
面
白
そ
う

だ
ぞ
！
と
、
皆
さ
ん
に
少
し
で
も
ワ
ク

ワ
ク
し
て
も
ら
え
る
存
在
に
な
れ
る
よ

う
、
学
業
に
専
念
す
る
と
同
時
に
、
皆
さ

ん
と
歩
む
未
来
に
向
け
た
発
信
を
行
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
・
鉢
作
家 

(

フ
ラ
ン
ス 

ア
ヌ
シ
ー
在
住) 

小
出
真
智
子 

 

故
郷
を
立
っ
た

18

の
頃
は
、
こ
の

場
所
が
酷
く
退
屈
な
所
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。
休
み
に
帰
省
す
る
と
直
ぐ
に
都

会
の
刺
激
が
恋
し
く
な
っ
た
も
の
で
す
。 

や
が
て
そ
の
刺
激
を
求
め
る
よ
う
に
、

フ
ラ
ン
ス
に
ま
で
足
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

そ
し
て
今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ち
ょ
っ
と
長

い
帰
郷
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
、

ふ
る
さ
と
の
山
々
。
け
れ
ど
、
こ
こ
で
取

れ
た
作
物
達
を
食
べ
た
時
、
私
よ
り
遥

か
に"

進
化
し
て
い
る
の
だ"

と
気
が
つ

き
ま
し
た
。
そ
れ
は
ゆ
っ
く
り
、
で
も
確

実
に
一
歩
一
歩
、
新
し
い
物
を
生
み
出

す
力
。
少
し
立
ち
止
ま
っ
て
自
分
を
見

つ
め
直
し
た
こ
の
時
間
は
、
コ
ロ
ナ
か

ら
の
贈
り
物
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

こ
の
土
地
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
私

も
進
化
し
て
行
き
た
い
。 

 

       

無
限
未
来 

長
野
支
部
書
彩 

島
田
蒼
月
（
し
ま
だ
そ
う
げ
つ
） 

書
道
団
体
無
限
未
来
で
は
、
文
字
を

綺
麗
に
書
く
だ
け
の
で
は
無
く
、
美
し

さ
と
表
現
の
自
由
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

綺
麗
な
文
字
だ
け
が
美
し
い
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
書
写
的
に
綺
麗
と
言
わ
れ

な
く
と
も
一
生
懸
命
さ
が
分
か
る
書
は

と
て
も
美
し
い
で
す
。
書
は
、
心
の
表
現

な
の
で
す
。 

無
限
未
来
で
は
、
自
分
を
見
つ
め
、
身

体
と
心
を
ほ
ぐ
し
解
放
し
書
表
現
を
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
中
の
こ
う
あ
る
べ

き
の
識
を
捨
て
て
、
も
っ
と
自
由
に
表

現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

戸
倉
上
山
田
温
泉
旅
館
組
合
青
年
部
長 

・
美
白
の
湯
「
荻
原
館
」
若
旦
那 

荻
原
大
樹 

 

２
０
２
１
年
は
年
始
が
緊
急
事
態
宣

言
下
と
い
う
非
常
に
厳
し
い
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
７
月
に
入
る
と
県
民

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
上
昇
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

９
月
中
旬
あ
た
り
か
ら
急
速
に
感
染

者
が
減
少
し
、
休
日
は
多
く
の
お
客
様

に
お
越
し
い
た
だ
け
て
い
る
現
状
で
ご

ざ
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
新
変
異
株

の
発
生
に
よ
り
、
ま
た
不
安
な
日
々
で

あ
り
ま
す
。 

２
０
２
２
年
は
、
よ
り
観
光
へ
の
ス

タ
イ
ル
も
変
わ
り
、
模
索
し
続
け
る
毎

日
に
な
る
と
存
じ
ま
す
が
、
若
い
世
代

が
中
心
と
な
り
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
の

あ
る
温
泉
地
を
取
り
戻
せ
ま
す
よ
う
、

懸
命
に
本
年
度
を
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
！ 

上
田
西
高
等
学
校
３
年 

宮
本
正
吾 

 

私
は
、
高
校
２
年
生
の
時
か
ら
、
地
域

振
興
・
活
性
化
と
企
業
活
動
に
つ
い
て

学
習
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
屋
代

駅
前
の
商
店
街
に
焦
点
を
当
て
て
、
市

役
所
や
商
工
会
な
ど
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
実
際
に
商

店
街
に
関
わ
る
取
り
組
み
と
し
て
、『
和

か
ふ
ぇ 

よ
ろ
づ
や
』
の
楽
市
楽
座
と

い
う
イ
ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。 

私
は
、
駅
前
商
店
街
や
地
域
に
も
っ

と
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
訪
れ
る
人

が
増
え
、
賑
わ
い
を
生
む
こ
と
が
活
性

化
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
そ
の

賑
わ
い
が
、
恒
常
的
に
な
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

地
域
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
く
べ
き

か
を
考
え
、
将
来
、
地
域
に
貢
献
で
き
る

人
間
に
な
る
こ
と
が
私
の
目
標
で
す
。 

           

屋
代
中
学
校 

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部 

和
田
薫
英 

今
年
、
僕
は
屋
代
中
学
校
の
生
徒
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
屋
代
中
学
校
に
は
大
切
に

し
て
い
る
挨
拶
、
合
唱
、
清
掃
の
「
三
つ

の
誇
り
」
が
あ
り
ま
す
。 

僕
は
こ
の
三

つ
の
誇
り
に
更
に
磨
き
を
か
け
て
活
気

あ
る
屋
代
中
学
校
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

更
埴
観
光
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社 

新

井

誠

一 

千
曲
市
小
島 

三
〇
九
八-

一
二 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

〇
〇
三
六 

特
定
医
療
法
人
財
団
大
西
会 

千
曲
中
央
病
院 

大

西

禎

彦 

千
曲
市
杭
瀬
下  

五
八 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

一
二
一
二 

エ
ム
ケ
ー
精
工
株
式
会
社 

丸

山

将

一 

 

℡ 

日
本
リ
ゾ
ー
ト
株
式
会
社 

千
曲
営
業
所
・
た
び
ネ
ッ
ト
千
曲 

上

沢

 

孝 

千
曲
市
戸
倉 

一
七
五
二-

一 

℡(

〇
二
六)

二
七
五-

一
八
〇
三 

南
長
野
ゴ
ル
フ
倶
楽
部 

南
長
野
ゴ
ル
フ
株
式
会
社 

高

澤

通

泰 

長
野
市
大
岡
中
牧 

二
七
四-

一 

℡(

〇
二
六)

二
六
六-

二
〇
〇
〇 

メ
デ
ィ
カ
ル
ケ
ア
株
式
会
社 

塚

田

正

巳 

千
曲
市
小
島 

三
一
七
二 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

四
四
二
〇 

フ
ジ
オ
カ
電
機
株
式
会
社 

藤

岡

 

忠 

千
曲
市
稲
荷
山 

九
九
五-

一 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

一
五
〇
七 

フ
レ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社 

矢

島

隆

生 

千
曲
市
屋
代 

二
四
五
一 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

二
三
七
一 

謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す 

有
限
会
社 

屋
代
西
沢
書
店 

柳

澤

 

純 

千
曲
市
桜
堂 

五
二
一 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

二
一
七
四 

湯
元 

上
山
田
ホ
テ
ル 

若

林

正

樹 

千
曲
市
上
山
田
温
泉 

一-

六
九-

三 

℡(

〇
二
六)

二
七
五-

一
〇
〇
五 

株
式
会
社
シ
ナ
ノ
ス
ク
リ
ー
ン
工
芸 

山

口

和

夫 

千
曲
市
森 

六
二
一-

一 

℡(

〇
二
六)

二
七
三-

四
三
七
八 

有
限
会
社 

ひ
ら
ば
や
し 

平

林

敬

雄 

千
曲
市
桜
堂 

五
一
一-

二 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

〇
三
一
〇 

有
限
会
社 

大
和
屋
呉
服
店 

中

村

芳

弘 

千
曲
市
桜
堂 

五
一
一-

六 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

〇
〇
七
七 

長
野
銘
醸
株
式
会
社 

和

田

直

道 

千
曲
市
八
幡 

二
七
五 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

二
一
三
八 

塚
原
建
設
株
式
会
社 

塚

原

昌

徳 

千
曲
市
桑
原 

二
七
七 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

一
二
七
二 

中
部
建
工
株
式
会
社 

西

澤

 

俊 

千
曲
市
屋
代 

三
〇
五
五 

℡(

〇
二
六)

二
七
二-

一
四
七
九 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

取
締
役
会
長 

 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

 

所 
 

長 

代
表
取
締
役 

社 
 

 

長 

理 

事 

長 

院 
 

長 

代
表
取
締
役 

 

代 
 
  

表 

代
表
取
締
役 

取
締
役
社
長 

 

代
表
取
締
役 
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長 

代
表
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締
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ま
た
、
故
郷
で
あ
る
千
曲
市
及
び
屋

代
地
区
に
中
学
生
と
し
て
で
き
る
こ
と

を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
な
か
な
か
地
域
に
関
わ
る
こ

と
が
難
し
い
環
境
で
し
た
が
、
今
年
は

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。 

地
域
の
方
々
に
は
ご
協
力
等
頂
く

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際

は
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  

埴
生
中
学
校 

中
澤
美
月 

 

 

私
は
令
和
四
年
度
埴
生
中
学
校
生
徒

会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

私
は
「
や
り
が
い
の
あ
る
学
校
生
活
」
を

目
指
す
た
め
、
「
ア
ル
ミ
缶
収
集
で 

命

を
救
お
う
運
動
」
を
考
え
て
い
ま
す
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
通
し
て
、
ア
ル
ミ
缶

45

個
が
貧
し
い
国
の
子
供
の
１
食
分

の
給
食
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
近
年
、
世
界
中

で
注
目
さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動
の

「
貧
困
を
な
く
そ
う
」
、
「
飢
餓
を
ゼ
ロ

に
」
、
「
全
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を
」
、

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達
成

し
よ
う
」
の
４
項
目
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

一
人
ひ
と
り
が
こ
の
活
動

に
協
力
で
き
た
と
「
や
り
が
い
」
が
持
て

る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。 

新
し
い
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
貢
献
し
て
い

る
埴
生
中
」
を
創
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

  

更
埴
西
中
学
校 

 

２
年
３
組 

明
る
く
元
気
な
生
徒
達  

 

川
柳
は
投
票
で

11

句
選
び
ま
し
た
。

楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。 

 

今
年
こ
そ
や
っ
て
く
れ
よ
な
祗
園
祭 

高
木
和
貴 

親
戚
に
銭
よ
り
願
う
は
諭
吉
さ
ま 

金
井
大
和 

千
曲
市
を
早
く
都
会
に
し
て
く
だ
さ
い 

 

山
崎
向
葵 

大
吉
が
出
る
ま
で
リ
セ
マ
ラ
果
て
し
な
い 

緑
川 

玄 

姨
捨
は
ま
じ
で
姨
捨
マ
ジ
で
マ
ジ 

山
城
龍
聖 

千
曲
市
に
ラ
ウ
ン
ド
ワ
ン
を
く
だ
さ
い
な 

武
井
蒼
良 

千
曲
市
で
水
面
に
映
る
月
見
え
る 

大
内
里
香 

春
風
で
岩
を
貫
く
松
尾
芭
蕉 藤

岡 

庵 

千
曲
市
よ
名
産
品
を
増
や
し
て
よ 

笹
木
快
星 

千
曲
市
は
緑
豊
か
に
光
っ
て
る 

松
本
奈
緒 

姨
捨
の
ホ
タ
ル
の
光
一
等
星 小

林
華
奈                      

 

戸
倉
上
山
田
中
学
校 

 
 

 

篠
田
陽
介 

 

私
は
戸
倉
上
山
田
中
学
校
の
令
和
４

年
度
生
徒
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

私
に
は
実
現
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
戸
上
中
の
生
徒
会
を
「
全
校

生
徒
が
楽
し
く
生
活
で
き
る
環
境
を
創

り
出
す
生
徒
会
」
に
す
る
こ
と
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
生
徒
会
を
実
現
す
る
た
め

に
、
一
人
ひ
と
り
の
意
見
を
吸
い
上
げ

た
り
、
全
校
で
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
を
行
っ

た
り
す
る
な
ど
の
活
動
を
考
え
て
い
ま

す
。 以

上
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、
自

分
に
で
き
る
こ
と
を
精
一
杯
行
い
、
全

校
の
み
な
さ
ん
の
た
め
に
生
徒
会
長
と

し
て
の
責
任
を
果
た
し
て
行
き
た
い
と

い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
、
一
年
間
頑
張
り
ま
す
。 

 

屋
代
高
等
学
校 

附
属
中
学
校
３
年 

竹
内 

舞 
私
の
物
語
を
創
る 

 
 

 

 

私
の
夢
は
、「
人
生
を
通
し
て
物
語
を

描
く
こ
と
」
だ
。
こ
の
夢
を
持
っ
た
き
っ

か
け
は
、
カ
ー
ソ
ン
・
マ
ッ
カ
ラ
ー
ズ
の

「
心
は
孤
独
な
狩
人
」
と
い
う
本
に
出

会
っ
た
こ
と
だ
。
主
人
公
シ
ン
ガ
ー
を

中
心
と
す
る
た
く
さ
ん
の
人
々
が
、
悩

み
、
苦
し
み
、
楽
し
み
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
の
人
生
を
生
き
て
い
く
様
子
が
、
一

人
ひ
と
り
、
大
切
に
緻
密
に
書
か
れ
て

い
る
。
読
ん
で
い
る
私
ま
で
登
場
人
物

の
人
生
に
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

て
、
何
度
も
読
み
返
し
て
い
る
愛
読
書

だ
。
そ
う
い
う
上
辺
だ
け
で
は
描
け
な

い
よ
う
な
奥
深
い
物
語
を
、
人
生
を
通

し
た
経
験
や
喜
怒
哀
楽
を
も
と
に
描
く

こ
と
が
、
私
の
夢
だ 

 

そ
の
た
め
に
は
、
色
々
な
人
や
考
え

方
を
理
解
す
る
こ
と
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
経
験
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
う
。
だ
か
ら
、
相
手
を
理
解
で
き
る
人

間
に
な
り
た
い
。
相
手
が
何
を
考
え
て

い
る
の
か
、
何
を
大
切
に
し
て
い
る
の

か
、
ど
う
し
て
そ
う
考
え
る
の
か
。
人
と

の
関
わ
り
を
深
め
、
相
手
を
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
自
分
も
成
長

し
多
く
の
こ
と
を
学
べ
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
、
豊
富
な
経
験
を
得
る
た
め
に
、

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
。
成
功
も

失
敗
も
、
ど
ん
な
こ
と
も
自
分
の
豊
か

な
人
生
の
糧
に
な
る
と
信
じ
て
、
怖
が

ら
ず
に
飛
び
込
ん
で
い
き
た
い
。 

 

来
年
度
の
目
標
は
「
勇
往
邁
進
」。
何

事
も
恐
れ
ず
に
、
高
校
生
活
を
全
力
で

楽
し
み
物
語
を
創
り
出
し
て
い
き
た
い
。 

 

屋
代
高
等
学
校 

附
属
中
学
校
３
年 

髙
池 

柊 

将
来
の
夢 

 
 

 
 

 
 

先
日
、
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
で
、
ス
ポ
ー

ツ
選
手
が
小
さ
い
頃
に
書
い
た
「
将
来

の
夢
」
の
作
文
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
大

き
な
成
功
を
収
め
た
人
は
、
一
体
ど
の

よ
う
な
将
来
を
描
い
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
僕
は
と
て
も
興
味
が
あ
っ
た
。 

番
組
で
は
、
イ
チ
ロ
ー
、
錦
織
圭
と
い
っ

た
有
名
な
人
物
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
ど
れ
も
が
、
ま
る
で
そ
う
な
る
こ

と
が
分
か
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
自

分
の
夢
を
堂
々
と
書
い
て
い
た
。
特
別

な
人
は
最
初
か
ら
特
別
な
ん
だ
と
思
っ
た
。 

そ
の
中
で
、
僕
は
サ
ッ
カ
ー
選
手
の

中
田
英
寿
さ
ん
が
書
い
た
詩
に
衝
撃
を

受
け
た
。
一
部
を
こ
こ
に
抜
粋
す
る
。 

「
く
た
び
れ
て 

疲
れ
果
て
て 

自
分

に
負
け
そ
う
に
な
り
な
が
ら 

幾
た
び

も
幾
た
び
も 

思
い
直
し
て 

も
っ
と

力
強
く
進
み
た
い 

と
願
っ
た
」 

「
新
し
い
年
が
来
る
と 

そ
の
新
し
い

年
が
笑
い
か
け
て
く
れ
た 

い
つ
で
も

向
こ
う
か
ら
声
を
か
け
て
く
れ
た 

き

み 

目
標
は
き
み
が
選
ん
だ
の
だ
よ 

自
分
で
選
ん
だ
一
つ
の
大
事
な
目
標
が 

向
こ
う
か
ら
私
を
救
っ
て
く
れ
る
の
だ
」 

中
田
さ
ん
が
十
四
歳
の
時
に
書
い
た

詩
だ
と
い
う
。
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
ひ
た
す
ら
に
努
力
し
て
い
た
こ
と

が
よ
く
分
か
る
。
僕
は
勘
違
い
し
て
い

た
。
成
功
す
る
人
は
最
初
か
ら
特
別
だ

っ
た
の
で
は
な
く
、
小
さ
な
こ
と
の
積

み
重
ね
を
大
切
に
し
た
人
な
の
だ
。 

僕
の
将
来
の
夢
は
教
師
に
な
る
こ
と

だ
。
一
番
の
理
由
は
、
自
分
の
中
で
の
先

生
と
い
う
存
在
だ
。
僕
が
今
ま
で
出
会

っ
た
先
生
方
は
、
僕
や
僕
ら
を
良
い
方

向
へ
導
い
て
く
れ
た
、
優
し
く
、
厳
し
く
、

温
か
い
人
ば
か
り
だ
っ
た
。
生
徒
を
サ

ポ
ー
ト
し
共
に
進
む
、
そ
ん
な
姿
に
僕

は
憧
れ
た
。
だ
か
ら
、
僕
も
そ
ん
な
教
師

に
な
り
た
い
と
思
っ
た
。 

上
手
く
い
か
な
い
時
は
、
中
田
さ
ん

の
詩
を
思
い
出
し
た
い
。
自
分
で
選
ん

だ
一
つ
の
目
標
が
、
僕
を
未
来
へ
導
い

て
く
れ
る
。
思
い
描
い
た
夢
に
少
し
で

も
近
付
け
る
よ
う
に
、
日
々
の
努
力
を

続
け
て
い
き
た
い
。 

   

   

多
く
の
企
業
・
団
体
の
皆
様
か
ら
ご
挨
拶
を 

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

な
お
、
掲
載
は
順
不
同
で
す
。 

屋
代
駅
前
通
り
商
店
街
協
同
組
合 
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崎
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五 

国
際
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ロ
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チ
ミ
ス
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千
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宮

澤

多

恵
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市
杭
瀬
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三
丁
目
九
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地 

 

更
埴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
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ブ 

 

近

藤

 

豊 
  

更
埴
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

 

滝
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久 

会 
 

長 

幹 
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